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中国地方整備局 道路保全企画Ｇ 

橋梁保全に関する技術支援の取り組み
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１．背景と目的 
 

 高度成長期に集中して建設された多くの橋梁の高齢化が急速に進んでいく状況の

中、重篤な損傷が散見され始めました。橋梁の長寿命化とライフサイクルコストの縮

減を実現し、安全で安心な通行を長期にわたり確保するためには、定期的な点検を行

い早期に損傷を発見し、早期に補修を行う予防保全を確立する必要があります。 

 そうした中、多くの道路橋を管理している地方公共団体においては、技術、資金、

人材不足等の課題を抱えています。 

 このような背景から、平成２５年度末には、省令でもって「道路の維持又は修繕に

関する技術的基準等」が規定され、道路管理者の責務が明確にされたところです。ま

た、平成26年４月には、社会資本整備審議会道路分科会から、「道路の老朽化対策の

本格実施に関する提言」が出され、メンテナンスサイクルを回す仕組みの構築には技

術面・人材面の課題を解決することが必要で、国が技術支援や人材育成を行うことが

重要とされました。 

中国地方整備局においては、中国地方ブロック技術拠点を設置し、人材育成や各種

技術支援に取り組んでいます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

橋橋梁梁のの高高齢齢化化のの急急速速なな進進展展  

出出典典：：「「橋橋梁梁のの長長寿寿命命化化修修繕繕計計画画 22001133 年年度度版版」」  

      平平成成 2255 年年１１００月月、、中中国国地地方方整整備備局局  

      道道路路保保全全企企画画ＧＧ  
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２．技術支援の取り組み方針 
 

 地方公共団体との信頼関係を築き、人材育成、技術支援に積極的に取り組み、頼り

にされるブロック拠点を目指しています。 

・予算が認められた橋梁の、修繕代行を行います。 

・研修、講習会等を通じて、橋梁保全の基礎的技術力の向上等を図ります。 

・重篤損傷発生時の緊急点検や、応急復旧・補修方法等への技術的な助言を行います。

・日常の橋梁保全に関する技術相談に迅速に対応します。 

・橋梁点検の支援、橋梁点検車の無償貸し付け等の各種の支援に取り組みます。 

・橋梁点検の着眼点などの橋梁保全技術資料の情報提供を行います。 

 

３．技術支援体制について 
 

・中国地方整備局では、橋梁保全に向けた技術的な相談や要請に対応する支援組織を

編制しています。 

・中国地方の道路橋において、構造に重大な影響を与える損傷、通行規制等を伴う重

篤な損傷が発生した場合に、国土技術政策総合研究所等の研究機関、地域の専門家、

関係業界団体と連携して技術支援を行う体制を構築しています。 

（（１１））中中国国地地方方整整備備局局のの技技術術支支援援組組織織（（ＨＨ２２６６年年度度））  

 中国地方整備局 道路保全企画グループ 

  道路部 道路保全企画官        大久保 雅 憲 

      道路構造保全官        藤 原 浩 幸 

      道路構造保全官        樋 野 義 周 

      道路構造保全官(併任)     川 上 隆 三(鳥取河川国道事務所副所長) 

      道路構造保全官(併任)     大 原 英 雄(松江国道事務所副所長) 

      道路保全企画係長       道 永 光 夫 

  中国技術事務所 技術情報管理官(保全) 錦 織 直 紀 

          維持管理技術第二係長 山 本 真 平 

【参考】 

 中国地方整備局においては、各種インフラの老朽化対策等に係る支援相談窓口を設けています。心

配事があれば、直接、事務所経由、県経由を問わず、遠慮無く、御相談ください。 
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（（２２））技技術術支支援援体体制制 

 

（（３３））中中国国地地方方橋橋梁梁保保全全委委員員会会  橋橋梁梁保保全全アアドドババイイザザーー 

県 氏    名 所   属・役   職 

鳥取県 
井上 正一 鳥取大学 名誉教授 

谷口 朋代 鳥取大学 大学院 工学研究科 教授 

島根県 
高田 龍一 松江高専 環境・建設工学科 教授 

大屋 誠 松江高専 環境・建設工学科 准教授 

岡山県 
谷口 健男 岡山大学 耐災安全・安心センター 特任教授 

綾野 克紀 岡山大学 大学院 環境生命科学研究科 教授 

広島県 

米倉 亜州夫 広島大学 名誉教授 

藤井 堅 広島大学 大学院 工学研究院 社会環境空間部門 教授 

半井 健一郎 広島大学 大学院 工学研究院 社会環境空間部門 准教授 

山口県 
宮本 文穂 山口大学 大学院 理工学研究科 教授 

麻生 稔彦 山口大学 大学院 理工学研究科 教授 
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４．技術支援の取組 

（（１１））修修繕繕代代行行  

 高度の技術を要するもの等、法に定められた要件を満たし、予算が認められた修繕

工事については、国が代行できる制度があります。 

 

道路法 第十七条（管理の特例） 

６ 国土交通大臣は、都道府県又は市町村から要請があり、かつ、当該都道府県又は

市町村における道路の改築又は修繕に関する工事の実施体制その他の地域の実情

を勘案して、当該都道府県又は市町村が管理する都道府県道又は市町村道（地域に

おける安全かつ円滑な交通の確保のために適切な管理の必要性が特に高いと認め

られるものに限る。）を構成する施設又は工作物のうち政令で定めるものの改築又

は修繕に関する工事（高度の技術を要するもの又は高度の機械力を使用して実施す

ることが適当であると認められるものに限る。）を当該都道府県又は市町村に代わ

って自ら行うことが適当であると認められる場合においては、前二条及び第一項か

ら第三項までの規定にかかわらず、その事務の遂行に支障のない範囲内で、これを

行うことができる。                （平成２５年９月２日施行）

 

道路法施行令 第一条の六（国土交通大臣が工事を行うことができる施設又は工作物）

法第十七条第六項の政令で定める施設又は工作物は、トンネル橋その他国土交通大

臣が定める施設又は工作物とする。         （平成２５年９月２日施行）

              未定 

 

 

 注：費用負担について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上勝坂橋損

上勝坂橋損
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４．技術支援の取組 

（（２２））橋橋梁梁保保全全のの基基礎礎的的技技術術力力のの向向上上とと習習得得  

 ①①橋橋梁梁点点検検講講習習会会  

【目的】 

  各県等が定める点検要領注に基づく点検実習を行うとともに、点検と橋梁保全の

基礎技術の習得を図ることを目的としています。なお、各県又は政令市との共催と

して取り組んでいます。 

【開催時期】 

  平成２６年９月中旬～１２月下旬頃（予定） 

【開催場所】 

  各県、政令市毎に調整し、現地実習場所も踏まえ決定 

【内容】 

  講習：１．０日、現地実習：０．５日程度 

  カリキュラム(案)は、下記参照 

【受講対象者】 

  県、政令市、市町村の橋梁の維持管理業務に携わる職員等 

【受講人数】 

  ３０～４０名程度（無料） 

【その他】 

  開催１～２箇月前を目途に、各県、政令市を通じて開催案内予定 

 

【【平平成成２２６６年年度度  点点検検等等講講習習会会カカリリキキュュララムム（（案案））】】  

 

(ア) 橋梁保全に関する取り組みについて   30 分～1時間程度 

(イ) 橋梁の基礎知識と点検の着眼点について 30 分～1時間程度 

(ウ) 学識者による損傷のメカニズム等の講義 １～2時間程度 

(エ) 橋梁の主な損傷と対策         １～2時間程度 

(オ) 各県点検要領注による点検方法の説明   30 分程度 

(カ) 現地点検実習             3 時間程度 

 

上記を基本カリキュラム(案)とし、各地方公共団体のニーズに合わせ、講

義内容を組み替えて実施します。 

 

注：「道路橋定期点検基準(案)」（平成 26 年●月、国土交通省道路局）に適合していることが前提 
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４．技術支援の取組 

（（２２））橋橋梁梁保保全全のの基基礎礎的的技技術術力力のの向向上上とと習習得得  

 ②②橋橋梁梁保保全全実実践践講講座座  

【目的】 

  市町村管理の道路橋において、長寿命化への取り組みが進展するよう、橋梁点検

現場実習を核とした実践的な講座を実施し、橋梁点検技術の習得と橋梁保全に関す

る意識の高揚を図ることを目的とするものです。 

【対象市町村】 

  中国地方整備局管内の市町村を対象とし、技術支援内容と技術支援条件に賛同が

得られた市町村とします。 

【技術支援内容（概要）】 

  ・橋梁点検現場実習 

    対象橋梁は、開催市町村が管理する橋梁のうち、損傷が著しい、又は特徴的

な損傷のある（未点検）橋梁など、２橋程度を対象とします。 

  ・橋梁点検の着眼点等講義 

  ・橋梁保全アドバイザー（学識者）の派遣支援 

  ・点検結果に対する技術的助言（アドバイス） 

【費用負担】 

  ・上記の技術支援に関する費用は、国土交通省負担（国費１００％） 

  ・講義の会場借り上げ、会場準備など運営上の御協力を開催市町村にお願いする

予定 

【技術支援条件】 

  ・近隣の他の市町村職員等の実践講座への参加を了承頂けること。 

  ・国土交通省に、橋梁点検結果（成果品）の活用を承諾頂けること。 等 

【開催時期】 

  平成２６年７月下旬～１１月下旬頃 

講義・橋梁点検現場実習等：１日程度 

【対象者】 

  市町村等の橋梁の維持管理業務に携わる職員等を対象 

【受講人数】 

  １０～２０名程度（参加費無料） 

【その他】 

  開催１～２箇月前を目途に、各県を通じて開催案内予定 

 

 

 

 

 

 



- 7 - 

 

４．技術支援の取組 

（（２２））橋橋梁梁保保全全のの基基礎礎的的技技術術力力のの向向上上とと習習得得  

 ③③橋橋梁梁技技術術現現場場支支援援セセミミナナーー  

【目的】 

  橋梁の維持管理に必要な広範な知識の習得を図ることを目的とし、橋梁点検から

診断、調査、設計手法、補修・補強工法までの講義と現地実習を行います。 

【セミナー開催期間】 

  （未定） 

【開催場所】 

  （未定） 

【受講対象者】 

  中国地方整備局をはじめ、県、政令市、市町村の橋梁の維持管理業務に携わる職

員等を対象 

【受講人数】 

  ４０名以内 

【その他】 

  各県、政令市を通じて開催案内 

 

 

 

 

 

 

 

＜参 考＞ 

Ｈ２６ 新設予定の橋梁点検に係る研修 

・「点検エキスパート（橋梁初級）研修」 

・・・ ７～９月頃開催予定、詳細は未定 

 

 

 

 

 

 

平成１６年度から開催してきたセミナ

ーですが、今年度、橋梁点検に係わる新た

な研修が別途に設けられる予定です。 

今年度のセミナーは、その状況など踏ま

えたうえで、開催を検討します。 
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４．技術支援の取組 

（（３３））重重篤篤損損傷傷発発生生時時のの技技術術支支援援  

【支援概要】 

  中国地方の道路橋において、構造に重大な影響を与える損傷、通行規制等を伴う

重篤な損傷を発見し、中国地方整備局が技術支援の要請を受けたときは、国土技術

政策総合研究所（国総研）、（独）土木研究所CAESAR、地域の専門家等と連携して、

緊急調査への専門家の派遣、詳細調査方法、応急対応方法、補修方法に関する助言

等の支援を行います。 

【支援内容】 

 ・橋梁保全アドバイザー（学識者）、道路構造保全官、国総研等の専門家の派遣 

 ・応急復旧方法、詳細調査方法、補修・補強方法に係る技術的助言 

 ・同様な不具合事象の対応事例の紹介 

 ・橋梁点検車、応急組み立て橋梁の無償貸し付け 等 

【支援に係る費用】 

  原則、無償（無償による技術支援が可能な範囲での活動） 
   注：国総研、土研の方の旅費は、当該地公体に御負担いただくことがあります。 

  ただし、技術支援において得られた知見は、国でも活用させて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     専門家による緊急現地調査事例（国道３０号伊達橋の亀裂調査） 
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４．技術支援の取組 

（（４４））そそのの他他のの技技術術支支援援  

  ①①橋橋梁梁点点検検車車のの無無償償貸貸しし付付けけ  注注：：当当方方のの利利用用状状況況にに空空ききががああるる場場合合にに限限りりまますす。。  

【支援概要】 

  中国地方整備局では、橋梁点検車を中国技術事務所と倉吉河川国道事務所に配置

しており、地方公共団体が道路橋の予防保全のために実施する橋梁点検等に無償貸

し付けを行っています。 

【支援内容】 

 ・橋梁点検車の無償貸し付け 

   橋梁点検車（バケット式）：中国技術事務所配置 

   橋梁点検車（歩廊式）  ：倉吉河川国道事務所配置 

【支援に係る費用】 

  機械損料等の費用は、無償です。ただし、燃料費、準備費、修理費、輸送費、運

転手及び操作員の費用は、借受者の負担です。 

  

<<橋橋梁梁点点検検車車のの無無償償貸貸しし付付けけ手手続続きき>>  

 ①橋梁点検車の空き状況を確認するため、中国地方整備局道路部道路保全企画グルー

プと使用希望時期、期間、場所等を事前調整下さい。 
 ②調整が完了しましたら、無償貸付申請書（様式－１）により申請下さい。 
 ③問題がなければ、点検車を保有管理する事務所長から無償貸付承認書（様式－２）が

送付されます。 
 ④借用にあたり、事務所長宛に借 
  受書（様式－３）を提出下さい。 
 ⑤また、返納にあたっては、事務所 

長宛に返納書（様式－４）を提出 
下さい。 

 注：申請様式は、借り受けようとする 
事務所から入手願います。 
 
 

<<使使用用ににああたたっっててのの留留意意事事項項>>  

 ・橋梁点検車の引渡場所は、原則として点検車を保有管理する各事務所としています。 

 ・任意保険については、各事務所に確認下さい。 

 ・必要免許等 

  バケット式（中技管理） ⇒大型免許、高所作業者運転技能講習修了者 

  歩廊式（倉吉管理）      ⇒大型免許、ゴンドラ取扱い業務特別教育修了証 

 ・操作の留意事項等を事務所に確認下さい。 

 ・橋梁点検車は新規格車の扱いです。 「高速自動車国道及び重さ指定道路」以外の道

路を通行する場合は、特殊車両通行許可申請が必要ですので、留意下さい。 

地方公共団体 道路保全企画Ｇ

事務所（点検車保有管理）

（倉吉河川国道事務所）
（中国技術事務所）

①

② ③ ④ ⑤
※災害時の手続きは、従来
どおり防災課が窓口

地方公共団体 道路保全企画Ｇ

事務所（点検車保有管理）

（倉吉河川国道事務所）
（中国技術事務所）

①

② ③ ④ ⑤
※災害時の手続きは、従来
どおり防災課が窓口

手続きフロー
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４．技術支援の取組 

（（４４））そそのの他他のの技技術術支支援援  

  ②②橋橋梁梁保保全全技技術術資資料料のの情情報報提提供供  

 中国地方整備局では、橋梁保全に携わる中国地方整備局の技術職員の技術力の向上

を図ること等を目的として、各種技術資料を作成しています。 

 当該資料は各地方公共団体にも参考になると思われるため、要望に応じて情報提供

します。 
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５．参考資料（技術支援取り組み実績） 

①セミナー、点検講習会等の実施概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■橋梁点検講習会の実施
地公体職員を対象に各県との共催により平成１９年度から各県単位で年１回実施。平成２５年

度迄に延べ１，１３８名が参加。
【平成２５年度の実施状況】

鳥取県橋梁点検講習会
実施日：平成２５年１０月３０日～３１日／実施場所：鳥取県倉吉市 鳥取県建設技術センター
受講者：１２名

島根県橋梁点検講習会
実施日：平成２５年１０月１０日～１１日 ／実施場所：島根県出雲市 出雲合同庁舎
受講者：１２名

岡山県橋梁点検講習会（岡山県橋梁保全（上級）研修）
実施日：平成２５年１０月１０日～１１日／実施場所：岡山県岡山市 岡山県建設技術センター
受講者：３２名

広島市橋梁点検講習会
実施日：平成２５年１１月２１日 ／実施場所：広島市東区 広島市研修センター
受講者：３３名

※山口県・・・県主催の研修に講師派遣

岡山県橋梁点検講習会の実施状況

＜橋梁技術現場支援セミナーの実施状況＞

■橋梁技術現場支援セミナーの実施
整備局の職員を対象に平成１６年度から開催していたセミナーの対象を、平成１９年度より各県、

政令市、市町村職員に拡げ、年1回実施。平成２５年度迄に延べ３４３名が参加。（内、地公体職員
数：２０３名）
【平成２５年度の実施状況】

実施期間：平成２５年９月１７日～２０日 ／ 実施場所：中国技術事務所 研修所
受講者：中国地方整備局８名、地公体職員２９名（各県９、政令市２、市町村１８ ）

橋梁技術現場支援セミナー

橋梁点検等講習会

近接目視点検の実施

磁粉探傷試験の実演
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５．参考資料（技術支援取り組み実績） 

②重大な損傷発見時の技術支援（呉市への技術支援） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③各種技術資料の作成・情報提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁保全技術の自己研鑽（スキルアップ）、橋梁点検業務の打合せ等で活用頂けるよう、橋梁点検の着眼点と留意事項、
橋梁と損傷の基礎知識等を取り纏めた中国地方整備局職員向けの技術資料。

橋梁点検時のチェックポイントなど写真入りで分かり易く解説。
・橋梁点検業務における点検業者との点検手法、点検内容等の打合せ時の参考書
・損傷の著しい橋梁の職員による現地確認時の参考書
・事務所における技術力向上施策における参考書 等

橋梁点検の着眼点と留意事項 H23.11初版作成
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５．参考資料（技術支援取り組み実績） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁補修・補強設計を行ううえで、詳細調査～設計に至る基本的な考え方や統一的な運用方針を取り纏めた中国地方
整備局の技術資料。

実務の流れを踏まえ、コンクリート部材は損傷要因毎、鋼部材は損傷形態毎に要点を整理した参考書。

橋梁補修・補強の手引き H24.3初版作成

橋梁点検で得られた損傷事例を踏まえ、橋梁の長寿命化を実現するため、新設段階における構造細目等の留意事項を
取り纏めた技術資料。

損傷写真や好事例と合わせて分かり易く記載した参考書。

新設橋梁の設計・施工の留意事項 H24.2初版作成

ＰＣ鋼材

 

主桁
橋台

主桁
橋台

プレＴ桁端面のPC鋼材腐食事例

桁端部遊間確保と塗装事例
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【【問問合合せせ・・連連絡絡先先】】  

        中中国国地地方方整整備備局局  

道道路路部部  道道路路保保全全企企画画ググルルーーププ  

                  TTEELL  008822--222211--99223311（（代代表表））  

                  EE--mmaaiill  kkyyoouurryyoouuhhoozzeenn@@ccggrr..mmlliitt..ggoo..jjpp  

  

                  道道路路保保全全企企画画官官        大大久久保保  雅雅  憲憲  

                  道道路路構構造造保保全全官官        藤藤  原原  浩浩  幸幸  

                  道道路路構構造造保保全全官官        樋樋  野野  義義  周周  

                  道道路路保保全全企企画画係係長長      道道  永永  光光  夫夫  

  

        中中国国技技術術事事務務所所  維維持持管管理理技技術術課課  

                  TTEELL  008822--882222--22334400（（代代表表））  

                  EE--mmaaiill  kkyyoouurryyoouuhhoozzeenn@@ccggrr..mmlliitt..ggoo..jjpp  

  

                  技技術術情情報報管管理理官官        錦錦  織織  直直  紀紀  

                  維維持持管管理理技技術術第第二二係係長長  山山  本本  真真  平平  

  

  

  

どどううぞぞおお気気軽軽にに御御連連絡絡下下ささいい。。おお待待ちちししてていいまますす！！  

［［HH2266 年年度度版版  初初版版発発行行］］  平平成成 2266 年年５５月月  

 

 

技術支援に関する問合せ・連絡先 


